
評価項目 学校関係者の感想・意見と改善策

１ 「主体的・対話的で深い学び」の実現 3.4

２ 「規律と静けさと安心感のある」学級づく
り

3.5

３ カリマネの推進（作文教育，保健教育） 3.1

１ Ｍｏｍを基盤とした児童理解
3.5

２ 命の教育の充実
3.5

３ 一校一改革の徹底「話は目で聴く」
2.8

１ 基本的生活習慣の確立（早寝・早起き・朝
ごはん）

3.2

２ 「チャレンジかごしま」への挑戦 3.1

３ 主体的に問題解決を図る「保健教育」の推
進

2.7

１ 学校の説明責任と子供のよさの積極的発信 3.6

２ 学校，家庭，地域が一体となった特色ある教育

　活動の推進
3.4

３ コミュニティ・スクール実現に向けた体制整備 3.0
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1 教科指導におけるＩＣＴ活用促進（ＩＣＴを効

　果的に活用した分かりやすく深まる授業）

3.4

→　授業での活用の様子をしっかり
　と伝えていきたい。

〇　健康・安全面での家庭・地域連携が大切である。学校だけでなく学んだことが家庭・
　地域にも伝わり実践できるよう職員全体で考え、取り組んでいきたい。
〇　子供たちの地域での様子をしっかりと把握し，家庭・地域と連携した指導となるよう
　努めていきたい。

→　2学期は地域で子供たちが発表す
　る場が多くなるので、よさを十分
　に発信していきたい。

３　次学期に向けての取組

確
か

な
学
力

豊
か
な
心

社

会

に

開

か

れ

た

学

校

健
や
か
な
体

→　学校ではできていても、家庭では
　できていない実態が分かった。
　今後は、家庭でも継続していけるよ
　うな手立てや家庭への啓発を工夫し
　ていきたい。

・　複式学級というものを経験したこ
　とがないのですが、弊害はないもの
　でしょうか？

→　授業参観や学級PTA、学校運営協
　議会等で授業や子供たちの様子につ
　いて情報の発信をさらに行ってい
　く。

２　課題と改善策（４段階評価）

小６　鹿児島市立南方小学校

令和8年7月21日

令和８年　学校評価　学校関係者評価（前期）

１　学校の重点目標

　◇　「主体的・対話的で深い学び」の展開による「確かな学力」の習得
　◇　自他のよさを認め合う，思いやりの心を基盤とした「豊かな心」の醸成
　◇　心と体を一体として捉えた健康・体力の保持増進による「健やかな体」の育成
　◇　「チーム学校」で取り組む「職員の資質向上」の推進
　◇　地域に根ざした「開かれた学校」の創造
　◇　教育の質を向上させる「教育の情報化」の実現


